
住民流福祉総合研究所所長
木原�孝久�氏
40年以上にわたって住民流の福祉
のあり方を追い求める中で、住民
の助け合いの実態を把握する「支
え合いマップ」を開発するととも
に、「助けられ上手講座」の開催支
援や「ご近所福祉サポーター」の
養成など、住民流の福祉を定着さ
せるための各種事業を展開。日本
人のおつき合いの習慣が助け合い
を阻んでいることに着目、「おつき
合い革命」を訴えています。

全
３
回
、
合
わ
せ
て
５
日
間
受
講

　
「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
と
は
、
住
民
相

互
の
支
え
合
い
を
線
で
結
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
確
認
で
き
る
地

図
で
す
。

　

地
域
の
気
に
な
る
人
等
に
対
し
て
、
地

域
の
支
え
合
い
を
活
か
し
た
住
民
主
体
で

の
支
援
を
考
え
、
取
組
に
つ
な
げ
る
有
効

な
手
法
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
災
害
時

の
要
援
護
者
の
安
否
確
認
、
避
難
支
援
を

迅
速
に
行
う
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
平
成

28
年
度
支
え
合
い
マ
ッ
プ
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
養
成
講
座
は
、
住
民
流
福
祉
総
合

研
究
所
所
長
木
原
孝
久
氏
を
講
師
に
、
全

3
回
（
6
月
20
日
か
ら
10
月
13
日
ま
で
の

合
わ
せ
て
５
日
間
）
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

受
講
定
員
32
人
。
対
象
者
は
本
会
主
催

の
地
域
福
祉
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
C
S
）
養
成
研
修
修
了
者
、
市
町
村
社

協
職
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

等
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
業
務
や

活
動
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ

る
方
々
で
す
。

　

第
1
回
の
養
成
講
座（
6
月
20
・
21
日
）

は
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
講
義
「
支
え
合

い
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
た
め
の
基
礎
知
識
」

と
、
演
習
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
聴
取
と

取
組
課
題
の
抽
出
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
効
果
的
に
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
事
前
に

知
っ
て
お
く
べ
き
事
柄
（
※
住
民
流
福
祉

の
理
解
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
目

的
と
概
要
）
と
、
最
も
重
要
な
住
民
へ
の

聴
取
技
術
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

1
日
目
の
講
義
で
は
、
▽
「
福
祉
マ
ッ

プ
」
と
「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
の
違
い
▽

マ
ッ
プ
づ
く
り
で
必
ず
守
る
こ
と
▽
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
調
べ
る
の
か
▽
要
援
護
者

の
見
守
り
状
況
を
調
べ
る
▽
要
援
護
者
の

困
り
ご
と
を
調
べ
る
▽
要
介
護
者
は
地
域

で
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
か
▽
マ
ッ
プ
づ

く
り
は
ご
近
所
福
祉
を
め
ざ
す
▽
問
題
の

解
決
策
を
抽
出
す
る
コ
ツ
▽
「
聴
取
」
は

こ
の
よ
う
に
な
ど
、
受
講
者
の
質
問
に
応

じ
な
が
ら
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
聴
取
と
取
組
課
題
を
抽
出

　

２
日
目
は
、「
聴
取
の
基
本
的
な
心
構
え
」

「
住
民
の
関
わ
り
合
い
さ
が
し
」「
問
題
さ

が
し
」「
解
決
さ
が
し
」
な
ど
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
〈
演
習
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

「
聴
取
と
取
組
課
題
の
抽
出
」〉
で
は
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
事
例
に
基
づ
い
た
マ
ッ
プ

づ
く
り
を
行
い
、
そ
の
結
果
か
ら
、
取
組

課
題
を
抽
出
す
る
技
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
の
木
原
氏
は
〈
問
題
さ
が
し
〉
の

基
本
的
な
心
構
え
と
し
て
、「
何
と
し
て
も

何
ら
か
の
問
題
は
見
つ
け
る
と
い
う
強
い

姿
勢
が
必
要
。
福
祉
の
理
想
を
終
始
意
識

す
る
こ
と
。福
祉
の
め
ざ
す
も
の
を
見
失
っ

た
ら
、
聴
く
こ
と
が
な
く
な
る
」
と
強
調
。

さ
ら
に
、〈
担
い
手
主
導
・
推
進
者
主
導
は

改
め
る
〉こ
と
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
留
意
点
の
一

つ
と
し
て
、「
地
域
課
題
に
も
っ
と
目
を
向

け
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
課
題
を
出
す
だ

け
で
な
く
、
ご
近
所
、
自
治
会
、
校
区
、

市
町
村
域
の
４
層
の
ど
こ
が
ど
う
い
う
役

割
を
果
た
す
べ
き
か
ま
で
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

同
養
成
講
座
に
は
釜
石
市
社
協
地
域
福

祉
課
長
兼
生
活
ご
安
心
セ
ン
タ
ー
副
所
長

の
菊
池
亮
氏
が
協
力
し
、
第
２
回
の
演
習

「
講
師
に
よ
る
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
の

実
演
」
及
び
「
受
講
者
に
よ
る
支
え
合
い

マ
ッ
プ
づ
く
り
の
実
演
」
に
は
、
釜
石
市

内
数
地
区
の
住
民
（
約
30
名
程
）
が
参
加

協
力
。
受
講
者
は
住
民
へ
の
聴
取
を
基
に
、

課
題
と
解
決
策
を
整
理
し
な
が
ら
、
マ
ッ

プ
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

最
終
の
第
3
回
は
、
宿
題
実
習
の
成
果

を
発
表
し
、
講
師
か
ら
講
評
を
得
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
や
今
後
の

課
題
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ご
近
所
発
の
地
域
福
祉

平
成
２８
年
度�

支
え
合
い
マ
ッ
プ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座�

開
催

講

師

平成28年度 支え合いマップ・インストラクター養成講座

[第１回]
●6月20日　会場：釜石市青葉ビル1階研修室
講義　「支え合いマップづくりのための基礎知識」
●6月21日　会場：釜石地区合同庁舎４階大会議室
演習　「聴取と取組課題の抽出」
[第２回]
●7月21日　会場：釜石地区合同庁舎４階大会議室
演習　「講師による支え合いマップづくりの実演」
●7月22日
演習　「受講者による支え合いマップづくりの実演」
[第３回]
●10月13日　会場：釜石地区合同庁舎４階大会議室
演習　「支え合いマップ宿題実習の発表」

8


